
45

総
髭

⑧
大
正
十
年
｛
皮
の
見
出
善
男
　
　
十
年
度
に
入
っ

て
先
づ
面
白
い
事
仲
は
一
月
九
H
頃
に
遇
る
火
星
ピ

金
星
ε
天
王
星
こ
の
接
近
で
あ
る
。
双
眼
鏡
な
持
っ

て
る
ろ
人
は
必
ず
見
逃
が
し
て
は
な
ら
ぬ
。
此
の
後

火
星
は
漸
々
太
陽
に
邉
ひ
っ
か
れ
て
行
き
．
七
月
の

末
に
合
電
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
一
天
の
星
マ
」
嫁
ろ

i
一
一
艘
に
平
年
は
火
星
観
墓
に
不
便
で
あ
る
。

　
之
れ
に
反
し
て
金
星
の
れ
め
に
は
先
づ
當
り
年
寸
」

言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
年
の
初
め
は
光
輝
頗
ろ
彊
大
、

且
、
離
隔
も
大
島
い
。
之
れ
が
四
月
の
二
十
日
に
は

太
陽
ε
合
た
な
し
、
其
れ
か
ら
急
靱
し
て
，
唆
の
明

星
ε
鉱
る
。
曉
天
で
も
夏
か
ら
秋
の
候
、
永
く
曲
の

金
星
が
二
三
な
誇
る
で
あ
ろ
う
。

　
水
星
の
出
浸
は
相
攣
ら
す
忙
が
し
い
。
最
大
離
隔

彪
表
示
す
れ
ば

　
　
瞥
の
最
大
離
隔
　
　
　
　
睦
の
最
大
離
隔

　
　
二
月
十
四
日
　
　
　
　
　
三
月
〃
二
十
八
日

　
　
山
ハ
レ
十
日
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
八
日

　
　
十
月
七
七
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
．
口
μ
十
⊥
ハ
臼

　
木
星
ピ
土
星
ε
は
一
年
中
好
い
溢
連
れ
で
、
始
終

離
れ
す
に
天
か
一
澗
す
る
。
三
月
中
旬
に
夜
牛
南
恥

九
月
に
は
太
陽
ぜ
合
ご
な
ろ
。

　
此
の
年
に
天
王
星
に
繰
が
薄
い
。
年
末
に
な
れ
．
ば

財
利
に
な
う
が
其
の
他
は
一
匹
に
槻
望
に
不
便
。
之

れ
に
比
べ
る
ご
海
王
星
の
方
は
大
江
二
三
時
間
木
星

に
先
ん
じ
て
ゐ
う
か
ら
．
都
合
は
好
い
。

　
一
般
の
人
々
、
が
此
等
太
陽
系
統
の
星
な
見
る
の
は

三
月
が
最
適
で
あ
ろ
う
。
雌
の
頃
に
に
夕
空
の
圏
に

火
星
ピ
金
星
が
あ
り
、
束
に
は
木
星
ご
土
星
ご
海
王

星
ピ
が
昇
っ
て
來
る
。
そ
こ
へ
刀
で
も
出
る
頃
は
釜

々
窮
都
合
。

　
新
星
癒
ご
が
ま
乗
幾
つ
か
獲
見
さ
れ
う
だ
ろ
う
。

こ
う
ρ
ら
近
年
は
彗
星
よ
り
も
諭
星
の
登
見
の
方
が

多
く
な
っ
て
來
れ
や
う
だ
。
之
れ
に
は
種
セ
の
原
因

も
あ
ろ
う
け
れ
ご
、
多
分
は
天
の
都
倉
で
な
く
て
、

人
の
都
合
で
あ
ろ
う
。

⑧
來
年
の
彗
星
大
正
＋
年
度
に
近
日
驕
（
太

陽
に
最
も
近
い
黙
）
か
通
過
す
ろ
週
期
彗
星
は
エ
ソ

ケ
彗
星
ウ
イ
ソ
ネ
ケ
彗
星
、
及
び
ニ
ウ
ジ
ミ
ン
（
一
九

一
六
年
）
彗
星
で
あ
ろ
。
其
の
中
で
エ
ソ
ケ
彗
星
に

五
月
に
太
陽
ε
合
の
位
置
に
直
り
、
そ
れ
か
ら
漸
次

太
陽
よ
り
先
ん
じ
六
月
以
後
西
天
に
見
ね
る
や
う
に

な
る
。
近
日
鮎
通
過
は
七
月
上
旬
。
ウ
ィ
ン
ネ
ケ
聾

星
は
七
八
月
頃
地
球
に
最
も
近
づ
く
が
一
存
に
凱
望

し
易
い
位
置
に
あ
る
か
ら
も
つ
ε
早
く
泥
画
さ
れ
る

か
も
知
れ
な
い
。
量
れ
も
長
い
間
西
天
か
賑
は
す
だ

ろ
う
。
ニ
ウ
ジ
ミ
ン
彗
星
は
九
月
に
近
日
鮎
通
過
で

あ
る
が
、
始
終
太
陽
の
向
ふ
側
に
あ
る
か
ら
甚
だ
観

望
に
不
便
で
あ
る
。
多
分
此
星
の
望
見
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。

　
此
等
の
彗
星
か
捜
索
す
る
人
の
れ
め
、
彗
星
位
置

の
毎
H
表
ば
追
て
掲
載
す
る
。

鯛
れ
て
居
ま
・
し
た
塵
去
十
一
月
九
口
出
本
先
生
よ
り

ご
＋
一
、
二
、
三
日
の
三
日
間
京
都
大
學
が
休
み
で

あ
ろ
か
ら
、
岡
山
で
天
丈
．
學
の
宣
傳
が
試
み
把
い
ε

い
ふ
、
御
書
面
に
接
・
し
ま
．
し
れ
の
で
微
力
な
が
ら
も

小
小
の
全
力
か
こ
れ
に
集
注
し
ま
し
て
綴
山
市
敏
育

會
，
岡
山
博
物
學
曾
及
び
岡
山
物
理
學
曾
の
御
主
催

で
講
演
會
開
催
の
旧
び
に
な
矧
ま
し
て
開
嘱
目
に
多

数
の
私
記
か
得
其
の
上
岡
山
市
内
吉
備
商
業
三
校
で

に
八
百
の
止
徒
の
爲
め
に
講
話
曾
開
か
れ
叉
岡
山
中

落
書
で
は
岡
山
縣
下
勲
物
理
學
教
師
諸
君
の
御
丁
合

の
席
上
に
満
て
も
宜
傳
の
機
曾
た
御
強
へ
下
さ
つ
れ

こ
ε
は
多
く
の
先
輩
其
の
他
關
係
の
方
々
に
深
く
感

　
　
　
　
　
距
ち
遷
こ
ろ

謝
致
し
決
す
，
立
所
に
数
†
名
の
入
會
者
を
得
て
岡

山
支
部
の
設
置
ぜ
ら
る
」
様
に
な
っ
て
不
言
幹
事
な

一
二
ぜ
ら
れ
し
も
淺
學
非
オ
ご
て
も
會
員
諸
君
に
御

満
足
を
得
ぜ
し
む
る
事
は
六
〃
敷
か
ら
ん
も
諸
君
の

御
鞭
逡
に
よ
り
、
共
職
責
な
冠
す
嬉
こ
」
が
出
來
る
檬

御
依
顧
し
、
識
會
奉
仕
の
第
一
歩
重
し
て
出
登
致
し

ま
す
か
ら
二
上
蛎
道
の
爲
め
天
文
同
好
曾
の
愈
々
獲

展
ぜ
ん
事
を
希
望
し
て
止
ま
た
い
の
で
あ
嚇
ま
ず
。
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
九
年
置
】
月
二
十
五
旧
）

⑲
訂
正
　
前
號
第
二
十
九
頁
雑
報
欄
の
仁
術
研
究
會

の
二
丈
部
記
事
中
、
大
谷
亮
吉
氏
ご
あ
ろ
は
石
原
純

氏
の
談
り
。
叉
前
々
號
第
十
」
頁
難
報
欄
の
ロ
ソ
キ

ヤ
ー
氏
逝
く
の
記
事
中
、
ピ
ケ
リ
ン
グ
氏
の
死
は
大

正
八
年
二
刀
に
つ
き
訂
正
。


